
創業60周年を迎えるにあたり、私は社員に二つのことを
お願いしました。一つは60年という節目にあたって、創業の
原点に立ち返り、創業者の想いに至ることが大切であると
いうことです。「我の喜びが他の喜びになり、我も他も喜ぶ」
という創業者の言葉があります。これは、「お客様、そして
ともに働く仲間、家族の喜びが私自身の喜びになる」という
ことであり、 “自利利他”の考えに通じるものです。

現在、当社は複数の事業を展開しておりますが、お客様の
暮らしや心が豊かになることを願い、それぞれの事業が連
携し商品・サービスを提供しております。これは「お客様の
喜びを第一」とする創業者の想いに基づいており、当社の
フランチャイズ契約には「経営理念に賛同する」ことが加盟
の条件になっています。経営理念に賛同していただき、とも
に歩んでいただくことがすべての前提であるからこそ、創業

当社は、2023年11月16日に創業60周年を迎えました。今日まで60年以上にわたり、事業
を支えていただいたお客様をはじめ、ステークホルダーの皆様の温かいご支援のおかげです。
心より感謝申し上げます。

60周年の節目に全員で経営理念に想いを馳せることが大切
と考えています。

そして、もう一つは、社員一人ひとりが未来に向けてど
のように歩んでいくかを考えることです。60周年の記念ロ
ゴに、「想いをつなごう。その人の、その先へ。」というタグ
ライン・メッセージを添えました。これから先の不確実性
の高い時代において、環境の変化に柔軟に対応しながら
ダスキンならではのホスピタリティあふれる対応が今まで
以上に大切になってくると考えています。従業員一人ひとり
が自ら考え、お客様のお役に立てる商品・サービスを提供
し、そして喜んでいただけるか、心でお客様の想いを受け
止め行動につなげて、未来に向けたお役立ちをさせていた
だきたいと考えています。

創業60周年を機に経営の原点に立ち返ることが大切

「想いをつなごう。その人の、その先へ。」
想いをつないで、未来に挑戦しつづけます

近年、個人の嗜好が多様化し、また、デジタル技術が進展
する中で、それらに合わせた商品・サービスの提供が必要と
なっています。とくに当社は、お客様との直接対面を通じたカ
スタマーエクスペリエンス（顧客体験）を大切にしています。

購入前、購入時、購入後の一連の顧客体験の中で購入前
と購入後の体験についてはデジタル技術を活用する一方、
購入時の体験は創業来のフェイス・トゥ・フェイスの強みを
生かしたお客様との接点をこれからも大切にしていきます。
こうした取り組みを通じて、お客様への提供価値を更に進化

させていきます。
そして、社会のあり方が大きく変わる中で、既存事業の提

供価値を更に高めるとともに、新たな領域でもお役立ちで
きるよう挑戦していきます。直近では、2023年11月に300
を超える子育て支援施設の保育園や学童クラブなどの運営
を手掛ける株式会社JPホールディングスと業務提携契約
を締結いたしました。当社はモップや玄関マットのレンタル、
家事代行サービスなどを通じて、ご家庭のニーズにお応え
してきた実績があります。子育てしながら働く方々が、安心

既存事業を強化するとともに、お役立ちできる領域の拡大にも挑戦

※創業時に実際に使用されていた洗濯機
と乾燥機の前にて（大阪府吹田市にある
ダスキン祈りの経営資料館エントランス）
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長期戦略「ONE DUSKIN」については、それぞれの事業
が強みを発揮するとともに、連携を通じてお客様に対する
お役立ちを追求しています。その成果を発揮した一つの例
が、コロナ禍でのワクチン接種会場の設営及び運営です。
イベントの企画及び用品のレンタル等を行うレントオール
事業を中心に、施設衛生サービスを手掛けるサービスマス
ター事業、衛生用品などのレンタル・販売を行うクリーン
サービス事業が一体となって会場全体の衛生管理をトー
タルで提案できるサービスを提供することができました。
また、地震や台風など自然災害が頻発する中で、当社は、
避難所開設後の衛生状態をサポートする清掃サービス、

衛生関連商品等のレンタルを行う「防災サポートサービス」
の提供を行っています。2024年3月末時点で75自治体
と協定を締結しています。レントオール事業をはじめとす
る各事業が各自治体と密接に連携し、地域の安全・安心
に貢献していきます。

今後、社会やお客様の課題に応じて、各事業が連携して
価値を提供していくためには、フランチャイズ本部と加盟店
との良好な信頼関係の構築もまた重要であると認識してい
ます。これまで以上に密接な関係を築き、「ONE DUSKIN」
としての価値創造をお届けしていきたいと考えています。

時代が変化する中で「ONE DUSKIN」としての使命が重要に

経済環境については、2023年5月に新型コロナウイルス
感染症が第5類感染症に移行し、社会活動が正常化に向か
いました。アフターコロナの中でもっとも注視しているのが、
生活スタイルの変化です。フードグループではテイクアウト
やデリバリーの需要動向を見据えて、対応していく必要が
あります。また、原材料の高騰が続く中で、安定調達も重
要な課題と認識しています。ミスタードーナツの主原料で
ある小麦粉については、一時期に比べると価格は安定して
きましたが、一方でその他の原材料は引き続き円安などの
影響も受けて高騰しています。加えて、人手不足等を背景
に人件費も高騰していることから、生産性向上に取り組ん
でいます。

一方、訪販グループに関しては、コロナ禍で影響を受け
ていた事業所が回復基調にあることから、こうしたお客様に
対する営業に注力しています。併せて、家庭向けサービス

においても外出機会が増えた中で、家事時間の短縮や効
率化のニーズが高まっており、お客様のライフスタイルに
応じた提案活動を強化しているところです。直営店及び関
係会社で検証をスタートした家庭用営業専任組織による活
動は、2024年3月期に加盟店にも展開をはじめ、2024年
9月時点で約6万5千軒の新規契約につながりました。今
後、更に導入加盟店を拡大しお客様へのお役立ていただけ
る機会を増やしていきます。

なお、計画に沿って進めてきたマット・モップ商品への
RFID（電子タグ）の取り付けが完了したことから、2024年7
月より従来、手作業で数えていた検数作業がリーダーで一
括読み取りができるようになり、大幅な業務の効率化が可
能になります。こうした生産性向上を通じて収益性を更に高
めていきます。

原材料や人件費などが高騰する中で、生産性の向上により収益力を強化

2024年3月期は、増収減益となりましたが、これはRFID
（電子タグ）取り付けに伴う大幅な原価増など計画に沿った
ものです。2025年3月期は訪販グループにおける家庭用
営業専任組織の取り組み拡大やケアサービスの出店強化、
RFIDを活用した業務の効率化を進めていくとともに、フー
ドグループは引き続き魅力的な商品の提供及び積極的な
新規出店を行っていきます。

中期経営方針のテーマの一つである「事業ポートフォリオ
の変革」については、既存事業における収益性の強化を推
し進めるとともに、事業開発やM&Aを通じた新たな事業の
創出に取り組んでいます。

2025年3月期は、冒頭でお話しした60周年記念ロゴの
タグラインである「想いをつなごう。その人の、その先へ。」
の具現化に力を注いでいく考えです。目の前のお客様の
お役に立つことはもちろん、更にお客様の先におられる家
族、知人にもダスキンの価値を提供していきたいと考えて
います。

また、海外展開については、東アジア、東南アジアを中心
に事業を展開しています。ダストコントロール事業とケア
サービス事業については、台湾、中国の2地域で事業を展
開中です。そして、ミスタードーナツにおいては現在5地
域で展開しています。2024年4月に中華人民共和国香
港特別行政区での展開を目的として、Dragon Circle 
Enterprise Limitedとマスターフランチャイズ契約を
締結し、10月に1号店をオープンしました。日本で磨き上げ
たビジネスモデルで国境を越えたお客様の暮らしを豊かに
することに貢献していきます。

中期経営方針の二つ目のテーマである「経営基盤の構築」
については、人的資本経営を重視し、人材の育成に取り組
んでいます。具体的には、全社員が受講できる教育プラッ
トフォームを構築しました。とくにDXに関する全社教育を
推進しています。大事なことは、すべての社員が学び続け
て、自己成長していくことにあります。知識やスキルを融
合していきながら、各自の個性と能力を最大限に生かして
いくことによって、ダスキン全体としての新たな価値創造
が可能となります。

また、ガバナンス実効性の更なる向上については、資本
コストや株価を意識した経営の実現に向けた取締役会での
議論を深化させ、経営資源の適切な配分を図ります。

三つ目のテーマである「社会との共生」については、サス
テナブルな社会と経営の実現に向けた取り組みを加速して
います。訪販グループでは、EV（電気自動車）のテスト検証
を行い、その成果を踏まえて、直営支店の営業車両から順
次、EVへの切り替えを進めていく計画です。また、ミスター
ドーナツの物流センターや他社から発生する廃棄原材料で
発電するバイオマス電力を使用することで、本社ビルを含
む周辺施設5拠点すべての電力を実質再生可能エネルギー
100%へ切り替えていきます。引き続き「ダスキン環境目標
2030」の実現に向け、取り組みを進めていきます。

今期は長期戦略「ONE DUSKIN」最終年度となります。
すべての事業が一つになってホスピタリティあふれる対応
ができる企業を目指し、そして事業を通じた社会貢献の実
現のために、ステークホルダーの皆様への感謝の気持ちを
忘れずに、中期経営方針2022の施策を着実に実行してい
きます。

将来の経営基盤構築に向け、中期経営方針2022最終年度に取り組むして働き、暮らせる生活環境（ゆとりの時間）の提供をはじめ
既存事業とともに新たな価値の創出を目指していきます。
この「子育て支援領域」への参入は、ダスキンが永くお客様
に社会に必要とされ続けるための大きな挑戦となります。

また、同じく新たな挑戦として、ミスタードーナツやかつ
アンドかつを展開しているフード事業ではイタリアンレスト

ラン「ナポリの食卓」等を運営する株式会社ボストンハウス
の持株会社である健康菜園株式会社を2024年1月に完全
子会社化しました。立地や顧客特性に合わせて、その立地
に最適なブランドを提供しお客様に「しあわせな時間」を
提供していきます。「ナポリの食卓」のフランチャイズ展開も
踏まえて、事業拡大を図っていく考えです。
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人に社会に寄り添い、安心と喜びのある豊かな明日を創造します。パーパス 【社会的存在意義】

ビジョン 【担うべき役割】 人と人、人と社会、人と明日をつなぐ笑顔の環を届けます。

バリュー 【大切にする価値観】 想いを今、動かせ。

3つの「シン化」で描く未来に向けた挑戦

長期経営戦略「Do-Connect」では、「新化」「進化」「深化」
という3つの「シン化」を掲げています。それぞれ新たな事業
の創出、周辺事業への進出、既存事業の強化を意味してい
ます。これにはフランチャイズ本部として、既存事業をより
強く成長させていくとともに、新たな価値を生み出すことが
重要な使命であるという考えが根底にあります。それととも
に重要なことは、長い時間をかける「シン化」ではなく、ス
ピード感や柔軟性をもった本質的な「変化・変革」であるべ
きだということです。今後、「Do-Connect」の具体化を進め
る中で、事業ポートフォリオの変革を加速させ、持続的な成
長を目指していく上で、成長を確実なものとするため、3つ
の「シン化」に挑戦する人材の育成と後押しする企業風土を
醸成する必要があると考えています。

なお、長期経営戦略の数値目標や具体的な施策につきま
しては、2025年2月に開示予定の次期中期経営方針ととも
に、ステークホルダーの皆様にお伝えいたします。

2024年11月開催の「60周年事業」では、記念式典とと
もに、ビジネスショーを開催し、新たなパーパスの共有とと
もに、長期経営戦略、ビジョンを発表する式典を当社社員
だけでなく、全国の加盟店オーナーを招いて開催しました。
その中で長期経営戦略やビジョンで掲げた「人と人」「人と
社会」「人と明日」をコンセプトに商品やサービス提案をお
こなうビジネスショー（展示会）も併催しました。まさに今後

の成長を担うプロダクト・ポートフォリオを示すものであり
ます。式典においては、私からパーパスとビジョンに込めた
想いや当社が進むべき道、そして人的資本経営のあり方
等について語るとともに、バリューに関してはプロジェクト
の中堅社員メンバーが登壇して、想いを伝えてくれました。
これからの時代をリードする社員が自らの言葉で語ることに
よって、当事者意識と組織の一体感が醸成されます。こうし
た取り組みは、次の世代に受け継がれていきます。

パーパス、ビジョンの策定プロジェクトは、引き続き浸透
施策を検討するプロジェクトへと役割を変えて継続してい
ます。ダスキンファミリー全体にいかに浸透させ、成長の
力に変えていくか、プロジェクトの中堅社員メンバー全員
が深く議論を行っているところです。

創業60年を経て、当社は新たなパーパス、ビジョン、バ
リューのもとでさらなる成長の軌道を力強く進んでいきます。
その原動力となるのは、熱い想いを抱く人財にほかなりま
せん。10年先の未来に向けて、まさに「想いを今、動かせ。」
を合言葉（スローガン）に、新たな価値の創出に邁進してま
いります。

時代の変化を踏まえ、ダスキンの存在意義を議論

お客様との強固な絆で未来を創る

当社では社会や経済の変化に対応しつつ、引き続き持続
的な成長を目指すべく、新たにパーパス及びビジョンを策定
しました。これは、創業来継承してきた経営理念は変えること
なく、時代の変化を踏まえた経営のあり方を示したものです。

新たなパーパス、ビジョンの策定における大きな特長は、
当社のこれからの未来を担う中堅社員による策定プロジェ
クトを立ち上げ、議論を尽くしてきたことにあります。プロ
ジェクト発足当初から「私たちはなぜダスキンで働くのか」と
いった根本的な存在意義について真剣な議論を交わしまし
た。中堅社員のプロジェクトメンバーと意見を交わすたび、
その熱意や真剣さを実感し、頼もしく感じたことが強く印象
に残っています。会社をどのようにしていきたいか、そのた
めには、私たちがどのように変化し、成長していかなければ

パーパスの根底にあるものは、道と経済の合一を目指し
て、喜びのタネをまくという経営理念です。これは時代が
いかに変化しようとも、決して変えてはならないものです。
また、全国のフランチャイズ加盟店の想いも汲み入れてい
ます。当社の加盟店の多くは、それぞれの地域で生まれ育っ
た方々が事業を担っており、地域に密着して地域社会の中
心（ハブ）としての役割を担っています。フランチャイズ本部
の当社と加盟店は不二の関係であり、運命共同体という考
えから、想いを共有できるパーパスの構築を目指しました。

ビジョンに関しては、これまで築き上げてきた長期戦略

ならないか、そういった想いを感じ取ることができました。
また、策定のプロセスで社内取締役だけでなく、社外取

締役にも加わっていただき、幅広い視点から貴重な意見を
いただきました。こうした多様なメンバーによる議論を通じ
て、私たちは今後の社会情勢・環境変化を見据えた長期計
画を作り上げることができました。今後の成長に大きく寄与
する指針であると確信しています。

「ONE DUSKIN」を通じてダスキンファミリーとして結束し、
成果を上げてきたことを踏まえ、さらに一歩踏み込んだお客
様との強固なつながりに重点を置く姿勢を明確に打ち出しま
した。人と人、人と社会とのつながりを深め、さらにもう一歩
進んで、明日の社会へつなげていく決意を表明しています。

そして、パーパス及びビジョンが策定された後に、バリュー
として「想いを今、動かせ。」としました。これはプロジェクト
メンバーの中堅社員が議論を尽くした末に考え出された
ものです。パーパスやビジョンを定めるだけでなく、その
想いを行動に移していくという決意を述べたものであり、

すばらしい言葉（指針）だと私は思っています。
さらに、10年後を見据えた長期経営戦略「Do-Connect」

を定めました。これは、経営戦略において少子高齢化など
現代の社会環境の変化を踏まえつつ、人と人とのつながり
をこれまで以上に重視する姿勢を明らかにしたものです。
近年、SNSを通じたオンライン上での交流が盛んである
一方、リアルな場面では人とのかかわりが希薄になってい
ます。こうした中で地域に根ざして活動し、その地域をよく
理解している加盟店とともに、私たちが持つ本来の強み
である「お客様とのつながり」をさらに強化することが重要
です。そこでつなぐ意味の「Connect」だけではなく、必ず
実践・実行する強い想いを表すために「Do」を頭に付けた

「Do-Connect」としました。

新たな長期計画のもとで未来を拓き、
さらなる成長を目指してまいります

株式会社ダスキン
代表取締役 社長執行役員

3つのシン化
● 新たな事業への「新化」
● 周辺事業への「進化」
● 既存事業の「深化」

長期経営戦略
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